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「 EasyPal 28 JAN 2012 」 アップ情報

１．「メモリマネージャ」に「僅かな変更」をしました。

ほとんどのシステムが、「より安定」するはずです。

２．もし「 Repeater：レピーター」モードである時は、「より多くの情報」が
「シスオペ」（システム運用者） に示されます。

３．「Activate TX：送信起動」では、２つの「リアルタイム・過程の対立」の
ために、「若干のシステムでの問題」が発生することがあります。

もし、「作動した」時には、「警告メッセージ」が表示されます。

「 EasyPal 」は「デフォルトで、この選択（機能）を「 OFF で起動」します。

（以上、 「 About：概要」から）

＊「参考」

・以前に、お知らせしたことがありますが、「パネルの「 RS（リードソロモン）
の設定に関連する事項」で、「プログラムの不備」と思われているユーザーが

あるようです。

＊「 RS １ ....４の選択」のために「左の枠にチエックを入れて、右マウスで 1....4
を選択」します。

（「送信画面の下部の「送信時間」が変更される」ことが確認できます。）

・「画像のデータは同じ」ですが、「データの重複送信のために時間が増加」

するためです。

・「画像の解像度を上げる時には、送信画面下部の「 K バイト・スライダー」で
変更してください。このときには、最後に「 SET」ボタンを（点滅している）
クリックして、確定してください。

・「チエックしていない場合は、「 RS の数値は変更されますが送信時間は
変更されないはずです」

＊「設定が終わったら「チエック」を外して空白に戻して」ください。

この「手順を忘れて、チエックのついたままで「送信」に入ると、

「 RS データの送信のみ」で「送信が自動中断する」などの「トラブル
が発生する」ことが起こることがあります。

＊ユーザーの皆さんの「試行をお願い」いたします。

＊「添付ファイル」

「 EasyPal 28 JAN 2012」 用の「日本語表示用ファイル」と

「ユーザー定義ファイル」（同じもの）を添付します。

「試行して」みてください。

・「内包の内容とほとんど同じです。

（ 03/JAN/2012 JA6AQV）


